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2019年に発表されたジェンダーギャ
ップ指数で日本は過去最低の順位とな
った。大きな要因は女性リーダーの少
なさだ。国内外の女性役員の生の声か
ら、これからの時代を生き抜くヒント
を探る。

母娘問題、セクハラ、結婚・恋愛・子育
てなど、難解に思える女性学・ジェンダ
ー研究の論点を分かりやすく解説。な
んとなく感じていた女性の生きづらさ
にことばを与え、その要因を紐解く。 活動報告
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知らないと損する介護の知識
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女性リーダーが生まれるとき
「一皮むけた経験」に学ぶ
キャリア形成

上野千鶴子・田房永子（著）
大和書房/2020

野村浩子（著）
光文社/2020

男女の性差とバイアスの実態を明らか
にし、多様な課題を提示するとともに、
解決の糸口を探る。これから迎える
“超スマート社会”へ向け、次世代へ伝
えるべき「多様性」や「ジェンダー平
等」のいまと未来を論じる。

新たな時代のジェンダー・イシュー
～性差と育児、科学と女性を問う～

信田理奈, 村上涼（編著）
三恵社/2020

基本的な用語解説のほか、カミングア
ウトや学校教育、法律上の問題など、
さまざまなアプローチからLGBTにつ
いて論じ、基本的な知識を初めて学ぶ
人にも理解しやすくまとめられた一冊。

はじめて学ぶLGBT
基礎からトレンドまで

石田仁（著）
ナツメ社/2019

上野先生、フェミニズムについて
ゼロから教えてください！

推進室の蔵書案内

お知らせ

睦月ランチタイム交流会

大学共通テスト時の一時保育について

最新情報はこちら！ ▶ ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
    danjyo.kyushu-u.ac.jp/diversity/index.php

FAX : 092-802-2038
TEL : 092-802-2034〒819‐0395  福岡市西区元岡744

九州大学伊都キャンパス 中央図書館2F
http://danjyo.kyushu-u.ac.jp/
E-mail:office@danjyo.kyushu-u.ac.jp

第7回はマルチスケール量子シュミレータ開発のプロジェクトを牽引中の青木百合子氏です。

令和2年度伊藤早苗賞受賞者決定！

　女性研究者育成を目的とし
て優れた研究成果を挙げた
若手女性研究者及び女子大
学院生を表彰する制度を
2018年に開始し、今年度は
第3回を迎えます。女性研究
者部門、女子大学院部門、そ
れぞれ人文・社会科学系、理
工系、生命科学系の3分野から各1名ずつ候補者を選び、その中から
それぞれ最優秀者1名、優秀者2名の受賞が以下の通り決定しました。
　なお、在任中に本賞の創設に尽力され、その後も基金への支援な
ど多大な貢献を頂きました、本学元理事・副学長、元名誉教授の故伊
藤早苗氏の御功績に敬意を表し、本年度から賞の名称を「九州大学
若手女性研究者・女子大学院生優秀研究者賞（伊藤早苗賞）」としま
した。

最優秀賞
　佐藤 可織（応用力学研究所 助教）
優秀賞
　谷澤 亜里（総合研究博物館 助教）
　上尾 綾子（九州大学病院臨床教育研修センター 学術研究員）

最優秀賞
　永井 薫子（工学府 博士2年）
優秀賞
　張 小英（地球社会統合科学府 博士3年）
　永濱 藍（システム生命科学府 一貫制博士5年）

　医学研究院加藤聖子教授に講師をお願いし、女性の健康問題
についてお話しいただきます。
◆日時：2021年1月7日（木）12：10～13：00
◆テーマ：『生涯にわたって女性が健康に暮らすために －生殖体
病理の専門家に聞く－』
◆開催方法：Zoomによるオンライン開催

　1月16日（土）、17日（日）に実施される試験の監督者等のため
の一時保育を実施します。今後の連絡にご留意ください。
■病院地区：九州大学ひまわり保育園
■伊都地区：九州大学たけのこ保育園

若手女性研究者部門

女子大学院生部門

▶ 男女共同参画推進室
    danjyo.kyushu-u.ac.jp

DNA/タンパク質の分子構造・分子軌道の可視化

広島大学大学院理学研究科博士課程修了、

研究生、信州大学助手、アレキサンダー・

フォン・フンボルト財団研究員、広島大学

助手、講師、助教授、九州大学大学院総合

理工学研究院教授、JST-さきがけ研究員、

JST-CREST、科学と工学における計算数

理研究優秀賞（ギリシャ2010）

略歴

　今や化学＝実験ではなく、理論で解析

や予測する時代にもなった。日本での初

めてのノーベル化学賞は、量子化学分野

の福井謙一先生でホフマンとの共同受賞。

その華麗なるフロンティア電子理論は、

「化学に理論は要らない」という風潮の中

で、ウッドワード＆ホフマンの引用でデビ

ューした。聞けばなるほど～と思う簡単な

原理、しかし誰も思いつかなかった自然

法則を、化学と数学と量子力学を結び付

ける柔軟な発想で導いた。化学反応の解

明に、長い数学的導出があったことに大

きな感銘を受け、若い頃は真似事で、紙と

鉛筆による式導出とプログラミングの楽

しさを覚えた。ブラックボックスの既存ソ

フトが嫌いで、30年以上かけて、巨大高

分子や材料系でも高速かつ正確に解ける

方法を開発してきたが、困ったことに肝心

の化学は頭から抜けてしまった。

小さくても独自アイデアを
　これは受け売りだが大きく影響を受け

た言葉であった。その福井謙一先生は弟

子達には「論文をあまり読むな、限定した

１報に絞って徹底的に解読し、行間から

必ず何かをくみ取って新しいことを生み

出せ」と言われていたそうだ。不器用な私

は「論文を読むな」に惹かれ、頭がオーバ

ーフローしないよう他人の研究を気にせ

ず、無知を揶揄されても蛙の面に水だっ

た。人の立派な研究を目にすると自分か

ら何も出なくなるからだ。子供の頃よく遊

んだ蛙で喩えると、井の中の蛙、大海を知

らず、されど天の高さ井戸の深さを知り、

小さな創造から蛙手に汗を握る楽しさを

味わう。見えるもの（応用）は変わるが、

見えないもの（基礎）はサステイナブル。

応用を生み出す「見えない純粋科学」、大

学にしかできない基礎研究が、小さなオ

ンリーワンを基盤として大事にされること

を願う「喝水不忘掘井人」。

孤軍奮闘してみよう
　研究室を一人で切り盛りしていることか

ら本来目指す研究から遠のくことが情け

ない。でも理学的基礎研究を、工学系組

織の中で続けられることに感謝。この分

野にポストがあると思うなと言われた30

年以上前には、職のことなど期待もしてい

なかったから。近年は女性研究者へのキ

ャリア配慮がなされてきているが、男女共

同参画のないところでキュリー夫人が出

たのだ。多様性推進の恩恵は大きくとも、

返って女性研究者の負担が重くなったり、

見せかけ平等の陰で見えない差別が蔓延

する一方で、逆差別のような現象も散見

される。若手研究者には、人為的補助制

度に頼ることなく、水が出るまで井戸を掘

り続け、有象無象でない唯一無二の実績

を示す努力で、真の平等に到達する時代

を目指してほしい。

見えないものに目を注ごう
～化学を数理で解き明かす

2020年12月発行

20
ダイバーシティ ニュース




